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国語

テストでの漢字定着や、「はじめ、中、おわり」を意
識した作文構成力に成果が見られた。友達の意見と比
較して聞く態度も育っている。一方で、漢字の定着に
は個人差が大きく、助詞や促音、拗音の理解が不十分
な児童も数名いることが課題として残った。

新出漢字の定着に個人差がある。物語文では、叙述を
根拠に登場人物の心情を捉えようと努力している。し
かし、語彙が不足しているため、自分の考えや伝えた
いことを詳しく書き表すことに困難を感じる児童が多
く、表現力向上が課題となっている。

朝の時間や自主学習を活用し、漢字の読み書き練習の
時間を確保して定着を図る。教科書の文例や友達の良
い表現を紹介し、語彙を増やす機会を設ける。また、
友達と作品を読み合う活動を通して、文章の構成や主
語・述語を意識させ書く力を育成する。

算数

答えを出すだけでなく、思考の過程を友達に伝えられ
るようになった。ICTドリル（ミライシード）を活用
する児童も増え、「ふりかえり」の意味を理解し始め
ている。しかし、ノートの書き方や学習内容の定着に
は、依然として大きな個人差が見られる。

習熟度別指導により問題は解けるが、内容の定着に課
題があり、学力差が大きい。特に文章題を苦手とし、
自分の考えを言葉で説明できない児童がいる。また、
九九の習熟が不十分なため、わり算やかけ算の筆算で
つまずく児童がいるのが現状である。

その日の学習内容を宿題で反復し、知識の定着を図
る。文章題では、ICT教材などを活用し、問題場面を
視覚的にイメージしやすくすることで、児童の理解を
助ける。表やグラフ、図形などもICTで拡大提示し、
特徴を捉えやすくする工夫を行う。

社会

友達との交流は、児童の気付きの質を高めるうえで有
効であった。また、「見付ける、比べる、たとえる」
といった、分析的・創造的に考える視点をもたせる学
習活動は、観察力や表現力を育むうえで効果的だっ
た。(生活科より）

自分が知っている地域のことには高い関心を示すが、
必要な情報を調べ、整理する力に課題がある。地図記
号はある程度身に付いているものの、方位の理解が不
十分で地図の読解が難しい。見学等で分かったことを
書く意欲はあるが、自分の言葉でまとめるのが苦手。

地図に触れる機会を意図的に増やし、見方や使い方に
慣れさせる。教科書の写真やグラフの読み取り方を丁
寧に指導し、基本的な知識・技能の定着を図る。単元
の終わりに新聞やポスター作りを行い、調べたことを
整理し、まとめる力を伸ばしていく。

理科

自然に触れる体験的な学習を増やしたことで、児童の
興味・関心が高まった。個人での思考やグループでの
実験など、多様な学習形態を取り入れながら主体的な
学びを促すことができた。次はこれを調べたい、とい
う探究心をもつ児童が少しずつ増えてきている。（生
活科より）

自然事象の違いに気付き、比較することはできる。し
かし、実験や観察の結果から必要な情報を取り出し、
関連付けて考察する力には個人差が見られる。自ら課
題を見付け、探究しようとする意欲のある児童が増え
ている。

写真や資料を提示し、共通点や相違点を見付けて比較
し、考える習慣を定着させる。授業の目的や流れを明
確にし、ノート指導を徹底することで、分かったこと
や考えたことを整理する力を養う。実験の目的や考察
の視点を明らかにしながら授業を進める。

音楽

基本的な音符や休符を多くの児童が覚えた。年間を通
したリズム遊びが定着し、リズムをつくったり楽譜を
見て打ったりできるようになった。伸び伸びと歌うこ
とを楽しみ、鑑賞では曲想の変化や音色の違いに気付
き、楽しんで聴ける児童が増えた。

歌唱活動には前向きだが、鑑賞では感じ取ったことを
表現するための語彙が少なく、自分の言葉で説明する
のが難しい。リコーダーは簡単な曲なら演奏できる
が、「ラ」の指使いで混乱したり、タンギングが未習
得だったりすることが課題である。

鑑賞の授業では、感じたことを表現するための言葉の
選択肢を複数提示し、児童が選びやすい環境をつく
る。リコーダーはスモールステップで少しずつ技能を
習得できるよう指導計画を工夫し、既習事項を確認で
きる教材を取り入れ、定着を確実なものにする。

家庭科

図画工作

全体指導だけでは理解が難しい児童に対し、視覚的な
イメージを提示することが有効であった。また、作品
制作だけでなく、道具の準備や片付けの時間も計画的
に確保する必要があることを再確認した。児童の発想
を広げるための手だてが今後の課題である。

多くの児童が意欲的に楽しく取り組んでいるが、発想
力に課題が見られる。また、一度経験した道具や材料
であっても、扱い方が定着していない場合がある。
個々の児童がもつイメージを、豊かに表現するための
技能と発想力の両面を育てることが求められる。

様々な材料や用具の特徴、使い方について考え、発表
する機会を設けることで、応用力を育てる。友達の作
品を鑑賞し合う活動を取り入れ、多様な発想や表現に
触れる機会をつくる。色や形の特徴に着目した鑑賞活
動を行い、自分の作品に生かす力を養う。

生活

体育

学年全体で協力し、器具の準備・片付けを効率化した
ことで、活動時間を十分に確保できた。また、児童が
考えた動きを授業に取り入れ、良い動きを全体で共有
することで、技能の質を高めることができた。主体的
な活動が全体のレベルアップにつながった。

運動やゲームを意欲的に楽しむ児童が多い一方、基本
的な運動能力や運動習慣が十分に身に付いていない児
童もいる。また、勝敗にこだわりすぎてしまい、負け
を受け入れられない児童がいることも課題。運動の技
能だけでなく、スポーツマンシップの育成も重要。

 ICT機器や学習カードを活用し、運動技能のポイント
を視覚的に分かりやすく示す。勝つための作戦を考え
るなど、技能以外の部分の大切さも指導する。仲間を
励ます声掛けなどを促し、結果だけでなく過程も大切
にできる態度を育て、勝敗を受け入れられるようにす
る。

外国語活動

単語や言い回しを繰り返し練習することで、リスニン
グ力が向上した。挨拶や簡単な会話にためらいがある
児童も、アクティビティを通して楽しく参加する傾向
が見られた。英語に親しみ、コミュニケーションの楽
しさを感じられるような活動が有効であった。

英語で自分の名前や状態を伝えたり、ALTとためらわ
ずにコミュニケーションをとったりすることはできて
いる。しかし、主体的に英語を練習したり、友達と関
わったりすること、ジェスチャーなどの非言語的な表
現を工夫して使うことに課題がある。

児童同士で挨拶や簡単な指示をやり取りする機会を増
やす。アクティビティを通して、友達との対話の機会
をさらに設ける。ボディランゲージや表情、絵カード
などを使い、言葉以外の要素からも相手の意図を推測
する力を養い、表現の幅を広げる。

道徳

日常生活の場面を取り上げることで、児童は課題を自
分事として捉えることができた。しかし、多様な考え
を引き出すには至らず、画一的な意見に留まることが
多かった。児童の考えを揺さぶり、多角的な視点をも
たせるための題材選びや発問の工夫が必要である。

資料を読んで登場人物の気持ちを考えることはできる
が、自分自身の生活と結び付けて考えたり、自分の言
葉で意見を伝えたりすることには個人差が大きい。ま
た、授業で考えたことを実生活で実践しようとする意
識がまだ十分に育っていない点が課題である。

児童の日常生活での経験を授業の導入や終末で取り上
げ、自分事として考えられるように促す。ペアやグ
ループでの交流の場を増やし、自分の考えを安心して
伝えられる機会を確保する。道徳で学んだことを他の
教科や活動でも実践できるよう働きかける。
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